
●経済法令オフィシャルブログ
　http://khk-blog.jp/

　民法（債権関係）の抜本的な改正が制定以来120年ぶりにな
され、そのなかには時効、保証といった金融機関の業務に大き
な影響を及ぼす部分も多く含まれています。
　民法改正といっても、改正前がどうであったかを知らずに理
解できません。そのため、本講座では各項目の冒頭でその意味・
内容について触れたうえで、改正前との比較を行い、実務で押
さえておくべきポイントを短期間でしっかりと学ぶことができ
る構成となっています。
　執筆陣は、この分野に精通した金融機関職員・弁護士で構成
され、本文中には随所で図表等を用い解説し、初学者にもわか
りやすい内容となっています。

今から押さえておきたい！
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本コースのポイント
Point１　制定以来の改正となった民法（債権関係）につき、実務で押さえておくべきポイン

トを短期間でしっかりと学ぶことができる。 

Point２　各項目の冒頭で、改正箇所の意味・内容について解説したうえで、改正前と比較し
ながら理解することができる。

Point３　別冊「改正民法新旧対照条文」付き。
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※編集上の都合により、一部内容に変更が生じることがあります。
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【内容構成】
各章では、その項目の概要・法的効果を解説したうえで、改正点について触れ、実務への

影響を学ぶスタイルとなっています。

●第１章　民法改正の目的・概要 ●第11章　保　証

●第２章　意思能力のない者の行為等 ●第12章　債権譲渡

●第３章　錯　誤 ●第13章　債務引受

●第４章　心裡留保・虚偽表示・詐欺・強迫 ●第14章　弁　済

●第５章　代　理 ●第15章　相　殺

●第６章　消滅時効 ●第16章　定型約款

●第７章　法定利率 ●第17章　消費貸借契約

●第８章　債務不履行 ●第18章　賃貸借契約

●第９章　債権者代位権 ●第19章　委　任

●第10章　詐害行為取消権


